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令和３年度 三重大学修学達成度評価 報告書（概要） 

－三重大学生の４つの力に関するアンケート調査－ 
 

高等教育デザイン・推進機構 
高等教育開発デザイン・IR センター 

 
 
1. アンケートの概要 
1.1. アンケート１の設計 

（1）調査対象 令和 3 年度新入学生 

（2）対象者数 1,333 名 

（3）対象者選択法 全数調査 

（4）調査方法 三重大学ウェブ調査システムを用いて実施した。 

（5）調査時期 令和 3 年 4 月～令和 3 年 5 月 

 

1.2. アンケート２の設計 

（1）調査対象 三重大学に在籍する学部生 

（2）対象者数 5,928 名 

（3）対象者選択法 全数調査 

（4）調査方法 三重大学ウェブ調査システムを用いて実施した。 

（5）調査時期 令和 3 年 9 月 
 

1.3 分析対象者数 

分析対象者は表 1 の通りであった。回答率についてアンケート１は 59.2%、アンケー

ト２は 81.3%であった。  
 

表 1 分析対象者数 
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計

学生数 258 200 205 400 270 1,333

回答数 174 122 100 215 178 789

回答率 67.4% 61.0% 48.8% 53.8% 65.9% 59.2%

1,148 831 1,081 1,757 1,111 5,928
1年生 258 200 213 396 269 1,336
2年生 253 200 112 390 258 1,213
3年生 268 202 85 419 267 1,241
4年生 196 204 83 342 196 1,021

5.6年生 6 6
合計 975 806 499 1,547 990 4,817
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1.3. 分析対象者の属性 

1.3.1. アンケート１の分析対象者の所属 

 アンケート１に回答した全回答者のデータより、編入生を除いた 789 名を分析対象者とした。 

 

表 2 アンケート１（学部 1 年生対象・春実施）の分析対象者数 

 
 

1.3.1. アンケート２の分析対象者の所属と在籍年数 

 本報告書に掲載した集計・分析結果は、所属学部別、および在籍年数別に行われたものが多い。

そのため、アンケート２の全回答者のデータより、医学部医学科以外の学科/課程で在籍年数を「1

年目」から「4 年目」のいずれかに回答したデータと医学部医学科の学生で在籍年数を「1 年目」

から「6 年目」のいずれかに回答した学生のデータを分析対象者とした。その結果、分析対象者は

合計 4,817 名となった。 

 

表 3 アンケート２（全学部生対象・秋実施）の分析対象者数 
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2. 三重大学生の「４つの力」の結果 
2.1. 全学生の４つの力  

2.1.1. 全学生の「感じる力」 

 

本調査では、「感じる力」の下位概念、①感性、②共感、③主体性に対する意識の 3 つに

ついて、学生が自己を振り返ることができる項目を 5 つずつ設けている。学生は各項目について自

分がその項目にあてはまると思うものをチェックした。項目と学年ごとの選択率を以下に示す。 

  

①感性 

「考えたことだけではなく、感じ取ったことも大事にしている」は、アンケート２（秋実

施）の全学年を通して、他の選択肢に比べて選択率が高かった。 
 

表 1 感性（感じる力）の選択率（全学部生）  

 

 

 

図 1 感性（感じる力）の選択率（全学部生）  
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②共感 

各項目について全学生でみると選択率が 80％を超えているが、なかでも「他者がおかれて

いる状況を想像しながら相手の話を受け止め、共感的態度を示すことができる」は、選択率が

95%前後もしくはそれ以上と非常に高かった。 

 

表 2 共感（感じる力）の選択率（全学部生） 

 

 

図 2 共感（感じる力）の選択率（全学部生） 
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相手の話を受け止め、共感的態度を示す
ことができる

95.4% 95.8% 95.0% 94.7% 95.7% 100.0% 95.3%

他者の考えをくみとり、他者が行動しや
すいように支援を行う

90.8% 87.5% 89.8% 90.7% 92.1% 100.0% 89.9%

自分の考え・意見との相違にかかわら
ず、他者の意見・考えがなぜそれに至っ
たかをその人の立場に立って理解するこ
とができる

87.0% 86.4% 89.9% 89.1% 90.8% 100.0% 88.9%

共感すべき対象や事柄が周囲にあると
き、それに敏感に気づくことができる

75.9% 76.8% 81.3% 83.6% 86.4% 100.0% 81.7%

社会の中で困っている人のことに思いを
はせて、自分に関連づけて考えることが
できる

75.8% 78.8% 80.5% 83.3% 85.9% 100.0% 81.9%
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③主体性 

「誘惑に負けずに、学習すべき時間をきちんと自己決定して確保することができる」は、全

学年を通して選択率が低い傾向が見られた。 

 
表 3 主体性（感じる力）の選択率（全学部生） 

 

 

図 3 主体性（感じる力）の選択率（全学部生） 
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2.1.2. 「考える力」 

 
考える力の下位概念 ④幅広い教養、⑤専門知識・技術、⑥論理的・批判的思考

力について、学生は各項目について自分がその項目にあてはまると思うものをチェックした。

項目と学年ごとの選択率を以下に示す。 
 
④幅広い教養 

 「自分の専門と他の学問との関わりについて説明することができる」について、全学生でみ

ると他に比較し選択率が低い傾向が見られた。 
 

表 4 幅広い教養（考える力）の選択率（全学部生） 

 

 

図 4 幅広い教養（考える力）の選択率（全学部生） 
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⑤専門知識・技術 

 ほとんどの項目において、4 年生は 1～3 年生に対して選択率が高い傾向にあった。 
 

表 5 専門知識・技術（考える力）の選択率（全学部生） 

 

 

図 5 専門知識・技術（考える力）の選択率（全学部生） 
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⑥論理的・批判的思考力 

 全学生でみるとほぼ全ての項目の選択率が 80％を超えているが、「物事を分かりやすく順序立

てて説明することができる」の選択率は 72.0％（全学生）となっている。 
 

表 6 論理的・批判的思考力（考える力）の選択率（全学部生） 

 

 

図 6 論理的・批判的思考力（考える力）の選択率（全学部生） 
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2.1.3. 「コミュニケーション力」 

 
コミュニケーション力の下位概念 ⑦表現力（発表・討論・対話）、⑧リーダー

シップ・フォロワーシップ、⑨実践外国語力について、学生は各項目について自分がその項目

にあてはまると思うものをチェックした。項目と学年ごとの選択率を以下に示す。 
 
⑦表現力（発表・討論・対話） 

 すべての項目において、1 年生・秋の選択率は、1 年生・春の選択率を 20～30 ポイント程

度上回っていた。また、4 年生の選択率は 1～3 年生の選択率と比較してすべての項目におい

て上回っている。 
 

表 7 表現力（発表・討論・対話）（コミュニケーション力）の選択率（全学部生） 

 

 

図 7 表現力（発表・討論・対話）（コミュニケーション力）の選択率（全学部生）  
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⑧リーダーシップ・フォロワーシップ 

 「自ら所属しているグループに貢献する行動をとることができる」「自分の考えに反するこ

とでもグループ全体にとってメリットがあることを優先する」「初対面の人や気の合わない

人、分野が違う人とでも共通の目標に向けて協力しあうことができる」の選択率は、全学生で

見ると 85％を超えて高い傾向にあった。 
 
表 8 リーダーシップ・フォロワーシップ（コミュニケーション力）の選択率（全学部生） 

 

 

図 8 リーダーシップ・フォロワーシップ（コミュニケーション力）の選択率（全学部生） 
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⑨実践外国語力 

 選択率が低い項目が多く見られるが、「外国語で表現された一般的な情報を手に入れること

ができる」の選択率は、他に比較すると高い傾向にある。 
 

表 9 実践外国語力（コミュニケーション力）の選択率（全学部生） 

 

 

図 9 実践外国語力（コミュニケーション力）の選択率（全学部生） 
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2.1.4. 「生きる力」と「4 つの力」 

 
 

生きる力の下位概念 ⑩問題発見・解決力、⑪心身の健康に対する意識、⑪社会人としての

態度・倫理観について、学生は各項目について自分がその項目にあてはまると思うものをチェ

ックした。項目と学年ごとの選択率を以下に示す。 
 
⑩問題発見・解決力 

ほとんどの項目において、1 学年から 4 学年へと学年が上がるごとに選択率が高くなる傾向

が見られる。 
 

表 10 問題発見・解決力（生きる力）の選択率（全学部生） 

 

 

図 10 問題発見・解決力（生きる力）の選択率（全学部生） 
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⑪心身の健康に対する意識 

 「早寝・早起き・朝ご飯など基本的な生活リズムが整っている」は、選択率が他の項目に比べて

低い傾向が見られる。 
 

表 11 心身の健康に対する意識（生きる力）の選択率（全学部生） 

 

 

図 11 心身の健康に対する意識（生きる力）の選択率（全学部生） 
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⑫社会人としての態度・倫理観 

 「三重大学及び社会の一員として、マナーをふまえた行動することができる」は、すべての

学年において選択率が高い傾向が見られる。 
 

表 12 社会人としての態度・倫理観（生きる力）の選択率（全学部生） 

 

 

図 12 社会人としての態度・倫理観（生きる力）の選択率（全学部生） 
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「４つの力」の修得について、「全くそう思わない」から「非常にそう思う」の５段階で回答を

求めた。４項目について、在籍年数別の平均値を算出した。平均値が高いほどその項目の内容にあ

てはまることを表している。 
 

表 13 「４つの力」を身につけることについての平均値（全学部生） 

 

 

図 13 「４つの力」を身につけることについての平均値（全学部生）
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4.61 4.36 4.24 4.06 4.10 4.67 4.20

「コミュニケーション力」を身につける
ことが大切だと思いますか

4.64 4.42 4.30 4.12 4.16 4.67 4.26

「生きる力」を身につけることが大切だ
と思いますか

4.60 4.34 4.22 4.03 4.08 4.67 4.18

アンケート2（秋実施）
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